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令和２年度教育課程について（届） 

 

このことについて、昭島市立学校の管理運営に関する規則に基づき下記のとおりお届けし

ます。 

 

１ 教育目標 

 (1) 学校の教育目標    『だれもが笑顔になる学校』 

      ＊自ら学び、表現する子～すすんで考え、豊かな発想をもち、自分らしさを発揮する～ 

   ＊認め合い、協力して行動する子～すすんで行動し、励まし高め合い、人のためになる～ 

      ＊すすんで体を整える子～明るくたくましい心と健康な体をもち、ともに伸びようとする～ 

 (2) 学校教育目標を達成するための基本方針 

ｱ 基本理念である『自立と共生』の実現に向け、人間尊重の精神を基盤として、学校を学びの共

同体という視点で「未来に向かってチャレンジする教育」「ひとりぼっちにしない教育」を２

本の柱に、教育改善に取り組む。 

ｲ「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、教科横断的なカリキュラムマネジメントをすす

め、児童主体の学びの授業改善を行うことで、質の高い教育を実践し、学習内容を深く理解

し、社会と協働しながら自己の未来を開いていくための資質・能力の育成に努める。 

 ｳ 教員の資質と能力の向上を目指し、経験や職層に応じた計画的・組織的なＯＪＴに取り組む。 

 ｴ 体験活動や表現活動を充実させることで、豊かな感性を働かせる創造性と豊かな人間性・社 

会性を育み、持続可能な社会づくりに貢献しようとする態度を育てる。 

ｵ 児童の自尊感情を高め生命尊重の精神を醸成するとともに、自他の大切さを認め、互いに認め 

合い、豊かにかかわり合える児童を育成するために、道徳科の時間を要として、教育活動全体 

を通して、道徳教育、人権教育の充実を図る。 

 ｶ 特別支援学級設置校・特別支援教室拠点校として、昭島市における特別支援教育の中心的な 

役割を果たすとともに、「昭島市公立学校教育のユニバーサルデザイン」を効果的に活用し、 

全ての児童にやさしい教室環境、学習環境、授業の実現に向けて組織的に取り組む。 

 ｷ 生活指導の校内体制を充実させるとともに、関係機関や地域と緊密に連携し、特別な支援の 

必要な児童への対応、いじめや不登校等の教育課題を組織的に解決する。 

 ｸ 地域学校協働本部を核として、学校と家庭・地域の三者で協働して、自立の基盤となる社会 

規律を遵守しようとする心及び郷土を愛する心を育てる。また、学校の教育活動を公開する

とともに多面的な学校評価による教育活動の改善に努める。 

 ｹ 瑞雲中ブロック小中一貫教育の取組の検証結果をもとに、目指すビジョン『自立と共生』の実

現に向け、義務教育９年間を継続的につなげていく連携システムを構築する。 

 ｺ 就学前教育との円滑な接続を目指して連携を強化し、スタートカリキュラムを実施する。 

 ｻ 学校の安全指導計画に基づき安全指導及び安全管理を徹底し、関係機関や地域と連携した安 

全対策を強化することで、児童が安心して学校生活を送ることができるようにする。 

 ｼ 児童の体力の向上と健康的な生活習慣の形成を目指して、体育科及び健康教育の全体計画に

基づき、体力・運動能力に関する調査結果を踏まえ、系統的な指導を行うとともに、「元気 

アップガイドブック」を活用し、体力向上に向けての児童の主体的な取組を充実させる。 

 ｽ 家庭や地域と連携し、食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けさせるとともに、

「アレルギー疾患対応マニュアル」に基づき、食物アレルギー事故防止の徹底を図る。 


